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研究成果の概要（和文）： 

本研究の目的は、教員や研究者が場所、時間、専門分野などの制約を越えて教育実践知を可
視化・共有し、再構築できる“場”としての電子ネットワーク基盤を開発し、実践的評価を通
してその有効性を検証することであった。具体的には次のような研究課題に取り組んだ。(1)
教育実践知の可視化・共有を支援する電子ネットワーク基盤の要件や支援方法に関する調査・
分析。(2)場所・時間・専門分野などの制約を超えて参加者の結びつきを促進する SNS（ソーシ
ャルネットワーキングサービス）の開発。(3)教育実践知を自動的に可視化し、関連知識を結び
つけて強化する機能の開発。実践評価の結果、分散した実践知の共有には、知識の自動的な可
視化と、関連する分散知を集合知へ変化させることが有効であることを明らかにし、本研究課
題で開発したネットワーク基盤が、さらなる知の再構成、創造を促進する可能性を示した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The scope of this research is to develop a network platform which allows teachers and 

researchers to visualize their empirical educational knowledge and to share it with other 
members of the platform beyond the constraints such as time, place and the field of 
expertise. The effectiveness of the platform was examined through an empirical assessment 
process. In particular, the study addressed the following issues. (1) Research and 
analysis on the requirements of the platform and the methodology to support visualization 
and sharing of educational empirical knowledge. (2) Development of SNS (Social Networking 
Service) to facilitate connections among participants beyond the constraints such as time, 
place and the field of expertise. (3) Development of the additional functions of SNS which 
automatically work for visualizing educational knowledge and connecting relevant 
distributed knowledge. The results of the empirical assessment revealed that automatic 
visualization of implicit knowledge and conversion from distributed knowledge to 
collective knowledge effectively support the sharing of distributed empirical knowledge. 
In addition, the possibility of the platform to facilitate the reconstitution of knowledge 
and the creation of new knowledge was indicated. 
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１．研究開始当初の背景 

以前より、教育現場と教育研究との間には

架け橋がなく、それぞれが専門的な知識・技

術を持っているにもかかわらず、相互が独立

的であることをやむなくされてきた(Brown, 

et al., 1989)。この問題には、教育現場と研

究機関のそれぞれに起因する次の二つの原因

がある。 

(1) 研究の知見は分類と体系化が行わ

れているが、教育の実践知は一種の暗黙知と

して教員の内部に埋もれざるを得ないという

現場の問題である。実践知の一般化・構造化・

共有・教員間での相互活用がスムーズにでき

ているとは言い難い。さらに、これは特に大

学教育の場面で顕著であり（赤堀、 1997）、

この問題の解決は、大学の授業方法や質の改

善（ファカルティ・ディベロップメント）の

ために急務であると考える。 

(2) 現場との接点不足のため、真に現場

に役立つ研究を行い難かった研究機関の問題

である。研究機関は、授業の問題や実践知を

得たり、自らの授業技術を向上させたり、そ

れらの研究への発展を試みようとしても、多

くの実践知に触れることが困難であった。 

このような教育現場と教育研究の隔たりを

解消する方法の一つとして、教育現場の教員

と研究機関の研究者らで構成される実践共同

体(Wenger, et al., 2002; 齋藤、2005; 牧野、

福田、2005)の構築が考えられ、そのような共

同体には、成員が主体的に活動を行えるネッ

トワーク基盤が不可欠である。さらに、実践

共同体における教育実践知を可視化、体系化

し、共有して蓄積することで、知の再構成と、

さらなる知の創造が期待できる。そこで本研

究では、教育現場の教員と研究機関の研究者

が立場の違いを超えて結びつき、教育実践知

が共有され、再構成されるような場の構築を

目指すこととした。 

 

２．研究の目的 

本研究は、教員の「所属」、「場所・時間」、

「専門分野」の制約を越えて教育実践知を可

視化・共有・さらには再構築できる“場”と

しての電子ネットワーク基盤の形成と、“コ

ンテンツ”としての教育実践知を可視化・体

系化した映像リソースの開発を目的とした。

具体的には、以下の５項目を達成することで

ある。 

(1) 特に大学における教育方法の体系

化を行う 

(2) 実践知情報を映像・音声を利用し可

視化して配信する 

(3) 実践情報に対するアノテーション

機能を搭載し、場面に直接対応した深い議論

を促進する 

(4) いつでもどこでも学べるように、音

声と動画に対応した新しいモバイルデバイス

を導入する 

(5) 参加者が自分の興味ある内容を選

択し、学べるコミュニティー形成を支援する 

 

３．研究の方法 
(1) 専門家へのインタビューと分析、専
攻研研究の調査 

実践知の可視化、共有、再構築に最適なネ
ットワーク基盤構築の指針を得るために、メ
ディアの専門家に協力を要請し、教育実践に
携わる教員にインタビューを行った。また、
特定分野において公開されている論文、書籍
などをもとに、テキストマイニングにより分
析を進めるための準備を行った。 
(2) ネットワークサービスの比較・検討 

ネットワーク内のコンテンツの効果を最大
限高める提供方法を検討するため、既存のコ
ンテンツとその提示方法を比較・検討した。 
(3) ネットワーク基盤の設計と構築 

(1)、(2)で得られた成果をもとに、SNS 
(Social Networking Service) のシステム設
計を行った。システム設計では、ネットワー
ク内の専門家と現場の教員を結ぶため、実践
知の書き込みを解析した。また、教室におけ
る実践知として学習者の身体動作（非言語行
動）を解析するツールを開発し、その評価を
行うと共に、それら非言語行動の言語教育に
おける応用も試みた。さらに、実践知を可視
化するために、デジタルペンを用いた授業を
実施し、学習者からのデータを蓄積した。加
えて、既存の資料と学習者同士の web 上での
議論にアノテーションができるツールを開発
し、実践知を収集した。 
(4) ネットワーク基盤の改良 

開発した SNS の試験運用の結果を踏まえ、
さらなる利用促進のための改善を行った。試
験運用において、書き込み自体の質や継続性
などに改善の余地が見込まれたため、ネット



ワーク参加者の発言機会、発言する動機付け
の向上を目的としたシステム改良を行った。
主な改良点は、①SNS における参加者の興味・
関心をより分かりやすい形で他者へ可視化す
る、ユーザプロファイル自動更新機能、②継
続性のあるコミュニティー形成を実現させる
ため、関連した専門知識同士を結びつけてよ
り強化する機能、の 2 点であり、これらをテ
キストマイニング、協調フィルタリングの技
術を応用して実装した。 
(5) ネットワーク基盤の総括評価 
改良した SNS において、特定コミュニティ

ーにおける実践評価を実施した。質問紙調査、
インタビュー調査を行い、SNS のユーザビリ
ティー、他者との意思伝達のしやすさ、他者
の書き込みへの意識変化等を検証した。さら
に、SNS の書き込みデータを解析し、参加者
の知識・意識・行動の変容を明らかにし、参
加者同士のネットワーク形成の変化もログデ
ータの分析により検討した。 
 
４．研究成果 
(1) 教育実践知の可視化・共有を支援す
る電子ネットワーク基盤の要件や支援方法に
関する調査・分析 

実践知を効果的に共有するためのコンテン
ツ制作の指針を得た。また、実践知情報を効
果的に可視化して配信するためのネットワー
ク基盤の要件、及び効果的なコンテンツの配
信方法を明らかにした。  
(2) 場所・時間・専門分野などの制約を
超えて参加者の結びつきを促進する SNS の開
発 
場所・時間等の物理的な制約を受けずに参

加が出来るネットワーク基盤として SNS を開
発し、モバイルデバイスへの対応を行った。
また、立場の異なる参加者同士のコミュニケ
ーションを円滑に行うため、共有された知識
へのアノテーションが及ぼす影響について検
討し、情意面への影響を明らかにした。 
(3) 教育実践知を自動的に可視化し、関
連知識を結びつけて強化する機能の開発 

参加者の興味・関心をより分かりやすい形
で他者へ可視化する、ユーザプロファイル自
動更新機能を開発し、教育実践知の自動的な
可視化を実現した。また、関連した専門知識
を結びつけ、より強化する機能を実装するこ
とが、分散したコミュニティー参加者の個々
の知を、関連する集合知へと変化させ、知の
再構成と新たな知の創造を支援する可能性を
示した。また、これにより、成員が有機的な
結びつきのもとに主体的に活動する実践共同
体へと、コミュニティーが進化する道筋を示
した。 
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35 渡辺雄貴、赤堀侃司、iPod を利用した教
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